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人口の動き

12月末現在 前月比

人口 56，387 +63 

、 {男 尻町 +31
女 29，250 +32 

世帯数 13，669 + 14 
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-2月のこよみー

春

節分まめまき

立

3日

4日

4月の入学期をひかえ、 就学児をおもちのご家庭では、何かと気ぜわしいこ

とでしょう。まづ「心がま え」です。 衣服類の着脱は、 ひとりでできるよう習

慣づけましょう。早起きのくせをつけておくことも大切なことです。また体に

異常がある子どもは、 4月までに病気を完全になおして入学できるよう、医師

の治療をうけましょう。 写真く新入学児健康診断=三城小学校にて〉

養

市制施行27周

年記念日

旧正月元E

春の火災予防

運動始まる

建国記念の日

聖パレンタイ

ンデー

供針8日

11日

28日

11日

14日

17日

ニ
月
の
解
説

二
月
の
和
名
を

「如
月
」(き

さ
ら
ぎ
)
と
い
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
ば
の
由
来
に

つ
い

て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
説
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
、
二
月
は
ま
だ
突、
い
の

で
さ
ら
に
着
物
を
着
る
|
着
吏

着
l
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
月

の
名
と
な
っ
た
説
で
す
。

つ
ぎ
に
、
二
月
は
立
春
の
月

と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
寒
さ
が

く
る
|
気
更
来
!
と
い
う
説
。

あ
る
い
は
、

春
二
月
は
陽
気

を
更
に
迎
え
る
こ
と
か
ら
と
い

う
説
な
ど
。
し
か
し、

大
体
、

第

一の
説
が
通
用
し
て
い
る
よ

う
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
仲
春
、
春
分
、

陽
中
、
令
月
、
梅
月
な
ど
、
ぃ

〈
つ
か
の
呼
び
名
が
あ
り
ま
す
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り大村市政だよ

最
近
全
国
的
に
集
団
カ
ゼ
発
生

の
き
ざ
し
で
す
.

市
内
で
も
す
で
に
集
団
カ
ゼ
に

よ
る
学
級
閉
鎖
の
小
学
校
も
で
る

な
ど
、
カ
ゼ
が
た
い
へ
ん
流
行
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
ん
ど
さ
ら
に

ひ
ろ
が
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
時
期

的
に
も
ま
だ
二
月
い
っ
ぱ
い
ぐ
ら

い
は
つ
づ
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す

も
し
も
カ
ゼ
に
か
か
っ
た
ら
、

早
自
に
医
師
の
手
当
を
う
け
、
こ

じ
ら
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
つ
ぎ
の
こ
と

に
注
意
し
て
、
カ
ゼ
に
か
か
ら
な

い
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
.

①
外
出
か
ら
帰
っ
た
ら
.
か
な
ら

ず
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

②
夜
ふ
か
し
な
ど
を
し
な
い
で
栄

養
や
休
養
を
と
り
、
規
則
正
し

い
生
活
を
し
ま
し
ょ
う
。

カ
ゼ
の
と
き
は
か
な
ら
ず
マ
ス
ク
を

①
マ
ス
は
、
カ
ゼ
に
か
か
っ
た

人
が
か
け
ま
し
ょ
う
。

④
体
力
を
つ
け
る
よ
う
、

ひ
ご
ろ

か
ら
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
を
し
て

J

こ
と
し
成
人
式
を
迎
え
た
人
た
ち
を
招
き
、
新
成
人

』

Z
ハ

座

談
会
「
二
十
才
を
む
か
え
明
日
を
語
ろ
う
」
が
一

人
A
〉

月

十
五
日
親
和
銀
行
ホ
l
冬
、

夏

、
助
役
、
教

f

育
長
、
選
管
委
員
長
な
ど
を
ま
じ
え
て
開
催
さ
れ
ま

成

談

一

し
た
。
座
談
合

、

①

成
人
の
日
を
迎
え
て
の
感
想

一
V

①
国
体
を
ど
う
考
え
る
か
①
大
村
市
の
発
展
に
つ
い

新

E
Vて
の
三
つ
の
テ
l
マ
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
「
成

1
1
》

人
の
日
を
迎
え
て
の
感
想
」
の
テ
l
マ
で
は
、
つ
ぎ

〕

の
要
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
τ

し
た
。

男

い

ま
ま
で
は
、

親
に
頼
る、

大
人
に
甘
え
る
の
気
持
が
強
か

っ
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
甘
い
考

え
を
す
て
て
、
は
や
く
一

人
前

の
責
任
あ
る
大
人
に
な
り
た
い

男

大
人
や
先
輩
と
の
ふ
れ
あ
い

を
も
っ
と
多
く
し
、
も
っ
と
勉

強
し
た
い
。

男

あ

ま
り
に
も
ば
く
然
と
L
て

急
に
感
じ
が
わ
か
な
い
。
成
人

に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
ち
い

さ
い
と
き
か
ら
の
延
長
で
別
に

わ
か
ら
な
い
。

理
想
b
u現
実
は

ち
が
う
の
で
、

現
実
に
そ
く
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
。

男
「
し
っ
か
り
や
ら
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
周
囲
の
人
か
ら
い
わ

れ
る
が
、
自
分
で
も
そ
う
思
っ

て
い
る
の
で
、
伺
回
も
い
わ
れ

る
と
反
発
を
感
じ
る
。

成
人
式

は
人
牛
の

一
つ
の
区
切
と
思
う

女

私
は
仮
死
状
態
で
生
れ
た
。

そ
れ
が
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り

両
親
に
感
謝
し
て
い
る
。
だ
が

l' 

⑦ 
人老体
ご 人'を
みや き
を こた
さどえ
け もま
まはし
し 、ーよ
よなう
うる
。Jミ
く

学
生
で
あ
る
せ
い
か
、

成
人
と

い
っ
て
も
実
感
が
わ
か
な
い
。

成
人
式
は
極
端
に
い
っ
て
な
く

て
も
よ
い
と
思
う。

男

成
人
式
に
つ
い
て

P
R
が
た

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

成
人

式
の
服
装
は
だ
れ
で
も
気
や
す

く
ふ
だ
ん
着
で
参
加
で
き
る
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

女

服

装
に

つ
い
て
は
、

個
人
そ

れ
ぞ
れ
考
え
が
ち
が
う
の
で
、

と
や
か
く
い
う
必
要
は
な
い
と

田
山
民
ノ

男
こ
れ
か
ら
は
市
政
に
も
参
加

し
た
い
。
市
議
会
の
傍
聴
な
ど

も
ゆ
っ
く
り
で
き
る
よ
う
に
し

て
も
ら
い
た
い
。

-1目.

父

通

道
路
交
通
法
施
行
細
則
の

一
部

が
か
わ
り
ま
し
た
。
つ
ぎ
の
こ
と

脅
よ
く
守
り
、

交
通
違
反
が
な
い

。
ょ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う。

傘
を
さ
し
た
り
物
を
も

つ
な
ど
し
て
バ
イ
ク
や

自
転
車
の
運
転
は
で
き

hr
側、.

-
h
r
b
 

交
通
ひ
ん
ぱ
ん
な
道
路
で、

傘

を
き
し
た
り
、

物
を
か
つ
ぎ
ま
た

は
物
を
も
つ
な
ど
、

視
野
を
さ
ま

た
げ
ま
た
は
安
定
を
失
う
方
法
で

自
動
二
輪
車
、
原
動
機
付
自
転
車

ま
た
は
自
転
車
を
運
転
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
バ

イ
ク
や
自
転
車
で、

飲
食
物
を
片

手
に
さ
げ
て
出
前
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

自
転
車
に
は
安
全
な
ブ

レ
ー
キ
と
警
音
器
を

自
転
車

は、

安
全
な
.ブ
レ
ー
キ

と
、
有
効
な
警
音
器
を
備
え
な
け

女
い
ま
ま
で
は
参
加
せ
ず
な
ん

で
も
批
判
し
て
き
た
が
、
こ
れ

か
ら
は
政
治
に
も
参
加
で
き
る

の
で
責
任
を
も
っ
て
や
っ
て
い

き
た
い
。写
真
八
新
成
人
座
談
会
〉

教

室

① 

れ
ば
乗
車
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん。
バ
イ
ク
の
横
乗
り
禁
止

自
動
二
輪
車
の
後
部
座
席
に
人

を
乗
せ
る
と
き
は
、

横
乗
り
を
さ

せ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

げ
た
ば
き
な
ど
の
運
転

は
で
き
な
い

げ
た
、
ス
リ
ッ
パ
、
サ
ン
ダ
ル

草
履
そ
の
他
運
転
め
操
作
を
妨
げ

る
お
そ
れ
が
あ
る
は
き
も
の
を
は

い
て
、
車
輔
(
自
転
車
、
リ
ヤ
カ

ー、

荷
車
な
ど
を
除
く
)
を
運
転

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

す
べ
り
止
め
装
置
の
義

務、積
雪
ま
た
は
凍
結
し
て
い
る
道

路
に
お
い
て
、

自
動
車

ハ
二
輪
車

を
除
く
〉
を
運
転
す
る
と
き
は、

タ
イ
ヤ
チ
エ
ン
ま
た
は
ス
ノ

1
タ

イ
ヤ
を
全
輸
に
装
着
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
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/J， 

一一 国体ほうきを寄贈一一

県民運動キャラパン隊が、1月16日市役所を訪問して

県民運動推進協議会長よりのメッセージとともに、.!国

体ほう，きJ160本を贈呈しました。この「国体ほう'き」は、

県民運動のうち H まちをきれいにする運動H 推進の一助

として贈られたものです。

なお、 「国体ほうきJは、衛生課を通じて各地区の婦

人会に配布されることになりました。

野
源
次
陰
平
上
、
下

同
大
村
地
区
】

マ
林
茂
下
久
原
、
外
浦
小
路
マ
田

中
兵
一

前
舟
津
、
東
浦
マ
金
滝
消

本
小
路
、
岩
舟
、
岩
舟
住
宅
マ
柴

田
大
寿
武
部
、
田
y
平
マ
土
屋
景

治
柴
田
、
大
佐
士
口
、
小
佐
古
マ
石

橋
米
作
荒
平
、
当水
計
マ
淵
山
リ
ウ

後
木
場
上
、
下
、

向
木
場
、
須
田

ノ
木
マ
岩
一
永
チ
ヨ
赤
佐
古
、
徳
泉

川
内
マ
大
場
末
松
上
久
原
、
日
向

平
、
上
久
原
官
会
ロ
マ
野
中
キ
ミ
上

小
路
、
池
ノ
坊
、
立
場
マ
米
山
寿

雄
本
町
一
、
ニ
マ
障
問
正
明
片
町

一
一
〉
田
中
競
蔵
東
本
町
、
旭
町
ア

り

新
ら
し
い
民
生
児
童
委
員
き
ま
る

こ
と
や
心
配
ご
と
が
あ
る
と
き
な

新
ら
し
い
民
生
児
童
委
員
が
、

大村市政だよ

ど
に
、

相
談
相
手
に
な
っ
て
い
た

昨
年
の
十
二
月
一
日
づ
け
で
つ
ぎ

だ
く
方
で
、
今
後
三
年
間
ご
尽
力

け
ま
し
た

の
と
お
り
厚
生
大
臣
の
委
嘱
を
う

さ
れ
る
と
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す

(
氏
名
の
下
の
町
名
は
担
当
地

こ
の
民
生
委
員
は
、

私
た
ち
の

日
常
生
活
の
な
か
で
困
っ
て
い
る

区
の
町
名
で
す
)

同
三
浦
地
区
】

マ
福
地
き
く
え
舟
津
、
祝
崎
、
蔦

川
内
マ
出
口
却
三
郎
釘
ノ
頭
、
日

泊
、
山
境
マ
前
田
イ
シ
海
陸
東
‘

西
、
先
網
代
、
運
蔵
寺
マ
上
野
義

成
中
郷
、
硯
出
石
、

水
頭

問
鈴
団
地
区
】

マ
松
尾
ヨ
シ
力
岩
松
マ
朝
長
敦
祥

平
、
小
川
内
マ
上
野
信
子
中
里
上

下
マ
山
崎
二
男
内
倉
、
古
松
マ
小

(3) 

写真く国体ほうきを贈呈するキャラパン隊〉

一一医師会が国体を前に救護班を充実一一

大村市医師会ではL従来から救護班を結成し、緊急の

場合の出動にそなえておりましたが、このほど国体本番

を前にして、タンカ一、そ生器など、 教急処置のできる

資!寸類η充実整痛をおこないました。

パ
ー
ト
マ
鈴
田
ム
ラ
片
町
ニ
マ
栗

須
常
雄
西
本
町
一
、
二
、
箕
島
マ

浜
田
綾
子
三
城
町
一
、
二
、
駅
前

ア
パ
ー
ト
マ
滝
野
梅
三
水
田
一
区

向
陽
町
マ
中
尾
政
夫
松
尾
、
一
早
岐

谷
、
横
山
頭
、
鈴
田
開
拓
マ
中
山

忠
大
多
武
、

椎
油
、
城
ノ
尾
、
雄

ケ
原
マ
田
中
力
子
水
主
町

同
西
大
村
地
区
】

マ
回
崎
常
知
士
口
町
マ
外
薗
強
上
、

下
諏
訪
マ
住
田
栄
水
田
町
、
水
田

二
区
マ
坂
本
熊
夫
杭
出
津
住
宅
三

四
区
マ
酒
井
茂
池
田
、
坂
口
マ
小

浜
鈴
子
古
町
住
宅
五
、
六
区
マ
川

越
時
也
古
町
住
宅
、
中
央
町
、
乾

仁内

馬
場
住
宅
玖
溝
上
太
久
馬
諏
勧
一

区
マ
中
村
伊
佐
市
東
、
中
諏
訪
町

マ
大
鋳
広
ニ
昭
和
通
マ
草
野
惣
次

郎
諏
訪
七
、
八
区
マ
浅
田
惣
市
辻

田
町
、

新
城
マ
長
崎
勇
植
松
、
植

松
住
宅
、
小
路
口
才
三
住
宅
マ
鈴

、
田
き
み
え
桜
馬
場

一
、
二
マ
北
島

貞
雄
松
並
町
一
マ
光
山
万
蔵
同
町
並

町
二
マ
田
添
か
な
め
古
賀
島
マ
川

野
芳
雄
池
田
九
区
マ
智
田
篤
池
田

十
区
マ
村
木
一
雄
池
田
十

一
区
ム

岩
一
永
ト
キ
乾
馬
場
マ
相
国
儀
作
松

山
、
西
小
路
、
協
和
町
マ
篠
原
ツ

ル
エ
杭
出
津
上
、
下
、

佐
古
の
川

四
竹
松
地
区
凶

マ
川
尻
勝
市
原
口
町
、
原
口
住
宅

マ
秋
寄
マ
サ
子
竹
松
本
町
マ
辻
肇

竹
松
町
マ
辻
鶴
吉
鬼
橋
町
マ
田
中

順
蔵
上
.、
下
小
路
口
マ
谷
野
喜
美

子
竹
松
住
宅
、
小
路
口
住
宅
マ
江

頭
伝
次
堺
町
マ
坂
田
渉
大
川
田
町

富
ノ
原
、
今
津
マ
清
原
義
親
宮
小

路
、J
黒
丸
、
九
電
社
宅

問
萱
瀬
地
区
】

マ
宮
田
保
ニ
荒
瀬
、
原
マ
橋
村
喜

一
宮
代
、
!
田
下
マ
長
田
広
治
中
岳

久
良
原
マ
高
取
ミ
ツ
ヱ
南
川
内
マ

宮
本
伝
黒
木
、
北
川
内

【
福
重
地
区
】

マ
寺
坂
喜
代
作
沖
田
、
寿
古
マ
小

佐
々
つ
ジ
子
矢
上
、

草
場
マ
福
添

喜
平
立
福
寺
、
弥
動
寺
マ
玉
川
利

作
今
富
、
皆
同
マ
山
中
圭
介
野
田

重
井
田

同
松
原
地
区
】

マ
山
口
義
雄
野
田
、
平
原
、
北
、

南
野
岳
マ
梅
田
文
吉
北
木
場
、
東

光
寺
今
山
マ
福
島
房
一
久
津
、
寺

本
、
山
下
梶
尾
マ
清
水
土
男
吉
橋

本
、
宮
本
マ
高
辻
土
太
郎
浦
一
、

二
区
マ
宮
原
梅
ニ
南、

北
松
本
の

松
尾
札
武
留
路

大
村
市
の
人
権
擁
護
委
員

大
村
市
の
人
権
擁
護
委
員
は
、

昨
年
十
二
月
に
新
た
に
法
務
大
臣

か
ら
委
嘱
さ
れ
た
二
名
を
ふ
く
め

て
、
つ
ぎ
の
方
が
そ
の
任
に
あ
た

e-----...... " 

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

藤
戸
三
郎
新
町
一

姉
川
浄
弘

小
佐
古
四

O
九

谷
川
小
夜
松
山
一
八
九

一
叫， "" e _ _ _ _ _ _ザ守句

た
ば
こ
消
費
税
は
貴
重
な
市
の
財
源
で
す
。

た
ば
こ
は
ぜ
ひ
市
内
の
小
売
庖
で
買
い
ま
し
ょ
う
。



転
出
|
|
転
居
l

i
世
帯
変
更

」
ん
な
と
き
は
す
ぐ

の
事
務
処
理
の
基
礎
と
な
η
ま
す

届
出
は
、
い
づ
れ
も
町
務
連
絡

委

員

(
町
総
代
)
の
証
明
書
を
そ

え
て
、

、行
政
区
域
内
の
出
張
所
ま

た
は
市
民
課
に
届
け
出
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
届
出
は
、
正
当
な

理
由
が
な
く
お
こ
た
り
ま
す
と
、

住
民
基
本
台
帳
法
に
よ
り
過
料
に

処
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

と
き
は
か
な
ら
ず
期
間
内
に
届
出

一歩
}
さ
れ
る
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す

2 
海南E江野口田医鶴医院院|西宮駅三通域Eり防J|l電電E 37 35 3329 

日
2252 
8427 

9 
長上福毛野利田田病匪豆医院院院院

束諏乾→三訪白需域場蝿町医J電電電電 2107 3505 

日
6124 

Im8517 

:li翠削東東原コ本本域日町口
J 

町

定吊

電

送
阻

3331 
2711 
2056 
8260 

刊-口
d

!l|| 松怯長牟藤豆自崎整医医医形院玩院
玖乾

J
寿工馬息出古町町場 電電電屯 4438 5064 0171 1052 

1 
l 
| 
| 

(4) 

(
一
位
)

(
当
)

(
即
)

(拘〉
(
羽
)

り大村市政だよ

四
日
以
内
に
届
け
出
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑪
出
生
、
死
亡
の
届
出
は
、
戸

籍
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
で

す。

以
上
四
種
類
の
届
出
は
、

い
ま
の
住
民
基
本
台
帳
法
で
は

み
な
さ
ん
が
届
出
を
さ
れ
る
も
の

に
、
つ
ぎ
の
四
種
類
が
あ
り
ま
す

マ
届
出
の
種
類

①
転
入
届
あ
ら
た
に
大
村
市

に
住
所
を
定
め
た
と
き
、
そ

の
日
か
ら
十
四
日
以
内
に
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

①
転
出
届
市
外
に
転
出
す
る

と
き
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

①
転
居
届
市
内
で
住
所
を
変

更
し
た
と
き
、
そ
の
日
か
ら

十
四
日
以
内
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

@
世
帯
変
更
届
世
帯
内
ま
た

は
世
帯
主
に
変
更
が
あ
っ
た

主
き
に
、
変
更
の
日
か
ら
!
?

の
届
出
に
よ
っ
て
、
①
住
民
の
居

住
関
係
の
証
明
恒
選
挙
人
名
簿
の

霊
録
、
削
除
@
国
民
年
金
、
、国
民

健
康
保
険
の
得
ぞ
う
認
定
④
米
穀

類
の
配
給
①
住
民
税
、
学
令
等
θ

関
係
な
ど
、
住
民
に
関
す
る
一
連

つ

マ
申
込
み
先
洗
心
寮
(
長
崎
市

中
川
町
二
一
九
)
、
む
つ
み
寮

(
佐
世
保
市
八
幡
町
六
l
一一)

く
わ
し
い
こ
と
は
社
会
課
へ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ア
ル
バ
ム
ぺ

!
ジ
に
限
る
-

1

①
出
品
点
数
は
一
人
一
点
と
し

ア
ル
バ
ム
ペ
ー
ジ
は
二
十
ペ

ー
ジ
ま
で
と
す
る

①
作
品
は
切
手
が
散
逸
し
な
い

よ
う
に
、
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋

で
お
お
う
こ
と
。

マ
応
募
先
大
村
郵
便
局

マ
応
募
締
切
三
月
八
日

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
大
村

郵
便
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
@

コ一
十
分
か
ら

マ
場
所
市
民
会
館
ホ
ー
ル

マ
講
師

西
宮
市
教
育
長

万
弥

館
正
也
先
生

マ
演
題
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
の

教
育
は
ど
う
あ
れ
ば
よ
い
か

諸

車

交

通

止

鈴
田
川
局
部
改
良
工
事
の
護
岸

工
事
の
た
め
、
つ
ぎ
の
と
お
り
諸

車
交
通
止
を
し
ま
す
。

マ
路
線
岩
松
鈴
田
川
尻
線

マ
期
間
一
月
十
八
日
か
ら

三
月
二
十
五
日
ま
で

昭和33年4月22日第三種郵便物認可

全
日
本
切
手
展
の

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
の

入

寮

者

公

募

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(
洗
心
寮

む
つ
み
寮
)
の
入
寮
者
を
、
つ
ぎ

の
と
お
り
公
募
し
ま
す
。

一円v
資
格
①
県
内
に
住
所
を
有
す

る
者
の
未
成
年
の
子
弟
①
県
内

の
事
業
ま
た
は
事
務
所
に
就
職

し
て
お
る
こ
と

マ
寮
費
洗
心
寮
六
千
円
、
む
つ

み
寮
五
千
三
百
円

マ
入
寮
期
間
一
ヶ
年

マ
申
込
み
三
月
十
五
日
ま
で

作
品
募
集

切
手
収
集
趣
味
の
普
及
育
成
を

は
か
る
目
的
で
、
第
十
九
回
全
日

本
切
手
展
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

マ
応
募
部
門
第
一
部

l
小
中
学

生
の
出
品
.
第
二
部
l
第
一
部

以
外
の
人
の
出
品
で
つ
ぎ
の
三

部
門
に
わ
か
れ
ま
す
。

※
日
本
切
手
※
外
国
切
手

※
ト
ピ
カ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

マ
出
品
要
領

①
出
品
は
額
面
ま
た
は
ア
ル
パ

ム・へ
'
l
Lジ
と
し
、
第
二
部
は

教
育
講
演
会
の
ご
案
内

一
一
月
六
日

マ
期
日

午
後
一
時

一
月
中
の実
弾
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

・
三
日
か
ら
八
日
ま
で

-
十
二
日
か
ら
十
五
日
ま
で

-
十
七
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

圃
二
十
四
日

昭和44年2月1日
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